


	 ２０２２（令和４）年９月２０日発行	 関東ふるさと出
い  ず  み

水会会報	 い　ず　ん	 （第 26 号）	 （2）

特産館いずみ 利用者500万人達成（3/6）特産館いずみ 利用者500万人達成（3/6） ツルの恩返し便出発式（12/3）ツルの恩返し便出発式（12/3）出水商業高校 珠算部県高校ビジネス計算競技大会 団体優勝 全国大会へ（6月）出水商業高校 珠算部県高校ビジネス計算競技大会 団体優勝 全国大会へ（6月）
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新種「オシリカジリムシ」発見　提供：鹿児島大学理学部 上野 大輔准教授（1/下旬）新種「オシリカジリムシ」発見　提供：鹿児島大学理学部 上野 大輔准教授（1/下旬） TROOP（Ｕ-15女子バスケ） 県予選優勝、全国大会へ（11/23）TROOP（Ｕ-15女子バスケ） 県予選優勝、全国大会へ（11/23）

頑張る学生応援事業 出発式（1/28）頑張る学生応援事業 出発式（1/28） 県内自治体初 超小型ＥＶ車導入納車式（11/1）県内自治体初 超小型ＥＶ車導入納車式（11/1）

出水商業高校 体操同好会 全九州高校体操競技大会 団体優勝 全国大会へ（6月）出水商業高校 体操同好会 全九州高校体操競技大会 団体優勝 全国大会へ（6月）

出水ボーイズ（少年野球）全国大会出場（3/26）出水ボーイズ（少年野球）全国大会出場（3/26）

関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す

ま
す
御
健
勝
に
て
御
活
躍
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

か
ね
て
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納

税
を
は
じ
め
、
市
政
発
展
に
多

大
な
る
御
支
援
を
賜
り
心
か
ら

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
収
束
の
見
通
し
が
依
然
と

し
て
た
た
な
い
不
透
明
な
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
厳
し

い
状
況
下
で
あ
っ
て
も
、
コ
ロ

ナ
収
束
後
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、�

10
年
後
、
20
年
後
の
出
水
市
の

将
来
像
を
見
据
え
、
明
る
く
ま

っ
す
ぐ
な
安
心
で
き
る
市
政
運

営
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
や
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
暗
い
ニ

ュ
ー
ス
が
多
い
中
、
明
る
い
話

題
と
し
ま
し
て
は
、
今
年
６
月

に
は
国
内
初
と
な
る
「
ラ
ム
サ

ー
ル
湿
地
条
約
自
治
体
」
へ
認

証
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
恵
ま
れ
た
自

然
環
境
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
野

鳥
観
察
エ
コ
ツ
ア
ー
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み

に
、
よ
り
一
層
注
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

産
業
振
興
で
は
、
出
水
市
の

観
光
需
要
を
回
復
さ
せ
る
た
め

に
、
国
内
向
け
だ
け
で
な
く
、

外
国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
も

視
野
に
入
れ
た
着
地
型
観
光
の

推
進
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
６

月
末
に
は
武
家
屋
敷
群
の
「
宮

路
邸
」
が
宿
泊
施
設
と
し
て
開

業
す
る
な
ど
、
新
た
な
出
水
の

観
光
資
源
を
活
用
す
る
動
き
も

で
て
き
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご

し
ま
国
体
」
で
は
、
来
年
８
月

に
完
成
す
る
「
屋
根
付
き
市
民

ふ
れ
あ
い
広
場
」
を
出
水
の
特

産
品
等
を
ふ
る
ま
う
「
お
も
て

な
し
」
の
場
と
し
て
活
用
し
、

出
水
市
の
多
彩
な
魅
力
を
全
国

に
発
信
で
き
る
よ
う
な
大
会
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
出
水
市
の
悲
願

で
も
あ
る
南
九
州
西
回
り
自
動

車
道
の
全
線
開
通
に
向
け
て
、

米
ノ
津
架
橋
も
着
工
間
近
と
な

り
、
水
俣
―
出
水
間
の
数
年
後

の
完
成
に
向
け
て
進
展
が
あ
り

ま
し
た
。

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
直

結
型
の
防
災
道
の
駅
も
建
設
予

定
で
あ
り
、
地
域
活
性
化
施
設

と
し
て
も
活
用
す
る
な
ど
、
稼

げ
る
観
光
地
づ
く
り
に
も
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
「
世
界
に
誇
れ

る
豊
か
な
自
然
・
未
来
へ
紡
ぐ

い
に
し
え
の
ま
ち
」
と
し
て
明

る
い
出
水
市
の
た
め
に
尽
力
し
、�

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

誇
り
を
も
っ
て
引
き
継
げ
る
よ

う
に
し
て
参
り
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
貴
会
の
ま

す
ま
す
の
御
発
展
と
、
会
員
皆

様
方
の
御
健
勝
・
御
多
幸
を
心

か
ら
御
祈
念
申
し
上
げ
、
御
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

�

（
高
尾
野
町
江
内
出
身
）

ふ
る
さ
と
出
水
か
ら
の
御
挨
拶

出

水

市

長　
　

椎　

木　

伸　

一　

●
令
和
４
年

10
月
初
旬
～
中
旬
　
ツ
ル
の
第
1

陣
渡
来
（
東
西
干
拓
地
）

10
月
中
旬
　
コ
ス
モ
ス
が
見
ご
ろ

（
上
場
コ
ス
モ
ス
園
）

10
月
22
日
　
第
一
回
ツ
ル
ト
ラ
イ

ト
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
in
出
水
（
出

水
市
陸
上
競
技
場
）

10
月
下
旬（
予
定
）　
土
曜
祭
り

（
出
水
市
本
町
通
り
）

10
月
24
日（
予
定
）　
味
噌
な
め
て

ま
つ
り「
収
穫
祭
」（
み
そ
な
め
て

の
碑
公
園
）

10
月
下
旬
～
11
月
上
旬
　
い
ず
み

マ
チ
・
テ
ラ
ス
～
竹
灯
籠
で
つ
く

る
光
の
祭
典
～
（
出
水
麓
武
家
屋

敷
群
、
出
水
本
町
・
高
尾
野
地
区

・
野
田
地
区
商
店
街
、
そ
の
他
出

水
市
内
各
所
）

11
月
１
日
　
ケ
タ
打
瀬
網
漁
業
解

禁
（
八
代
海
）

11
月
３
日（
予
定
）　
ツ
ル
観
察
セ

ン
タ
ー
開
所
式
（
ツ
ル
観
察
セ
ン

タ
ー
）

11
月
３
日（
予
定
）　
西
日
本
オ
ー

ル
ド
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
野

田
運
動
公
園
）

11
月
６
・
７
日
　
出
水
市
総
合
文

化
祭
（
マ
ル
マ
エ
ホ
ー
ル
（
文
化

会
館
）
ほ
か
）

11
月
19
・
20
日
　
出
水
市
大
産
業

祭
（
陸
上
競
技
場
周
辺
）

11
月
下
旬
　
着
物
で
出
水
武
家
屋

敷
を
歩
こ
う
会
（
出
水
麓
武
家
屋

敷
群
）

12
月
中
旬
（
予
定
）　「
野
田
郷
む

ら
ま
つ
り
」
野
田
産
業
祭
（
野
田

農
産
加
工
施
設
及
び
周
辺
）

12
月
中
旬（
予
定
）　
市
内
地
区
対

抗
駅
伝
競
走
大
会
（
市
内
一
円
）

12
月
下
旬
　
あ
っ
た
か
歳
末
特
産

品
ま
つ
り
（
高
尾
野
き
ら
め
き
ド

ー
ム
）

●
令
和
５
年

１
月
１
日
　
ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー

早
朝
開
館（
ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
）

１
月
上
旬
　
成
人
式
（
マ
ル
マ
エ

ホ
ー
ル
（
文
化
会
館
）
等
）

１
月
上
旬
　
消
防
出
初
式
（
広
瀬

川
河
川
敷
等
）

１
月
中
旬
　
た
か
お
の
鶴
駅
伝
大

会（
高
尾
野
川
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ロ
ー
ド
）

２
月
中
旬
　
オ
ル
レ
フ
ェ
ア
（
九

州
オ
ル
レ
出
水
コ
ー
ス
）

２
月
中
旬
～
３
月
上
旬
　
寒
緋
桜

を
見
に
お
じ
ゃ
ん
せ
（
野
田
町
上

名
（
熊
陳
馬
場
通
り
））

３
月
中
旬
　
ツ
ル
を
送
る
夕
べ

（
出
水
公
会
堂
）

３
月
20
・
21
日
　
た
か
お
の
中
の

市
（
高
尾
野
町
市
街
地
）

３
月
下
旬（
予
定
）　
市
民
駅
伝
大

会
（
陸
上
競
技
場
周
辺
）

３
月
下
旬
　
い
ず
み
桜
ま
つ
り

（
特
攻
碑
公
園
）

３
月
下
旬
　
着
物
で
出
水
武
家
屋

敷
を
歩
こ
う
会
（
出
水
麓
武
家
屋

敷
群
）

４
月
上
旬
　
東
光
山
夜
桜
が
見
ご

ろ
（
東
光
山
公
園
）

４
月
16
日
　
出
水
特
攻
碑
慰
霊
祭

オシリカジリムシ発見記念看板除幕式（7/14）オシリカジリムシ発見記念看板除幕式（7/14）

M-ACT（少年サッカー） 全日本キンダーサッカー選手権予選優勝全国大会へ（12/21）M-ACT（少年サッカー） 全日本キンダーサッカー選手権予選優勝全国大会へ（12/21） 大迫啓介選手へ特別功労賞を授与（8/27）大迫啓介選手へ特別功労賞を授与（8/27）

（
特
攻
碑
公
園
）

６
月
１
日
　
ア
ユ
漁
解
禁
（
高
尾

野
川
水
系
）

６
月
４
日
　
ア
ユ
漁
解
禁
（
米
ノ

津
川
水
系
）

６
月
上
旬
～
下
旬
　
あ
じ
さ
い
が

見
ご
ろ
（
大
川
内
東
雲
の
里
あ
じ

さ
い
峡
）

６
月
下
旬
　
市
民
体
育
大
会
総
合

開
会
式
（
マ
ル
マ
エ
ホ
ー
ル
（
文

化
会
館
））

７
月
下
旬
　
夏
祭
り
い
ず
み
鶴
翔

祭（
本
町
商
店
街
・
総
合
運
動
公
園
）

８
月
上
旬
～
中
旬
　
高
尾
野
夏
祭

り
・
野
田
郷
夏
祭
り
（
高
尾
野
駅

周
辺
・
野
田
運
動
場
）

９
月
～
10
月
　
地
区
別
市
民
体
育

大
会
（
各
地
区
運
動
公
園
）

10
月
～
５
月
　
出
水
地
区
植
木
市

・
高
尾
野
地
区
植
木
市
（
2
の
つ

く
日
（
平
和
町
）、
7
の
つ
く
日

（
高
尾
野
町
下
水
流
））

県内初 複業人材に関する連携協定式（7/11）県内初 複業人材に関する連携協定式（7/11）

針原川土石流災害犠牲者慰霊式（7/10）針原川土石流災害犠牲者慰霊式（7/10） 東光山花見山整備事業初めての植樹作業（3/20） 東光山花見山整備事業初めての植樹作業（3/20） 
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シ
グ
マ
国
際
特
許
事
務
所   

横
浜
オ
フ
ィ
ス

（
上
屋
出
身
）

横
浜
市
港
北
区
新
横
浜
二－

五－

一
九

電
話
　
〇
四
五－

四
七
八－

四
七
二
七

○
特
許
出
願
・
商
標
出
願
・
特
許
侵
害
訴
訟

○
発
明
相
談

　相
談
無
料

　お
気
軽
に
ど
う
ぞ

弁
　
理
　
士

松
　
下
　
　
　
亮

H
om
e-P
age : http://w

w
w
.sigm

a-yokoham
a.com

（
太
田
出
身
）

〒
一
〇
二－

〇
〇
七
三

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
一－

一
二－

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
野
ビ
ル
六
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
三－

三
二
二
一－

六
二
〇
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三－

三
二
二
一－

六
二
〇
六

税
　
理
　
士

山
　
口
　
睦
　
男

山
口
税
理
士
事
務
所

株式会社　パレデ糸之

代表取締役社長　花 柳 糸 之

代表取締役社長

株式会社新翔工業

浦中竜太郎

〒363-0009
埼玉県桶川市坂田東2-9-34
☎048-627-7988　　048-728-7998

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

平
　
原
　
真
　
敬

〒
一
一
三－

〇
〇
三
四

東
京
都
文
京
区
湯
島
三－

六－

一

電
話
　
〇
三
（
三
八
三
七
）
七
八
八
三

株
式
会
社
コ
ン
ゴ
ー
商
会

吉ケ島勝良
K.Yoshigasima

携帯電話；090-8082-3962

外国ルートの生徒の授業に同席

難解な漢字の意味も

英語で通訳支援

第26回渋谷おはら祭　令和５年５月14日㈰開催

出水望郷の会
会　長　宮川幸男（関東ふるさと出水会　会長）
副会長　唐崎富夫（東京高尾野会　会長）
副会長　東園盛男（東京野田会　会長）
事務局（松永幸一）　電話 ０９０－６３４９－９９７２

１万羽を超える鶴が毎年、
出水平野に飛来・乱舞！
出水はよかとこですよ。
皆で出水をPRしましょう。

皆さんの参加を
お待ちしています。

千葉市本町4-41-19　本町セントラルビルＢ１Ｆ

代表・松園文江（今村出身  S27年生）

～関東ふるさと出水会を応援しています～

昭和の楽園 043-307-5611

千葉市花見川区南花園2-7-9　小林ビル２Ｆ

パラダイス 047-406-4036

ご
寄
付
・
運
営
費
を

ご
寄
付
・
運
営
費
を��

い
た
だ
い
た
方
々

い
た
だ
い
た
方
々�

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

（
令
和
四
年
七
月
末
日
受
領
分
ま
で
）

寄

付　
令
和
三
年
度

東　

道
男
、宮
川
幸
男
、松
永
幸
一

唐
崎
冨
夫
、松
下　

亮
、山
口
睦
男

佐
舗
せ
い
子
、清
水
忠
、川
内
輝
夫

金
子
英
男
、加
藤
真
江
、清
原
健
二

麻
生
雍
一
郎
、伊
藤
蕃
、鴫
原
晶
子

金
沢
春
枝
、西
川
み
ほ
、花
山
三
郎

茂
原
由
美
、宮
下
瑞
弘
、花
柳
糸
之

松
ケ
野
全
律
、山
上
努
、前
原
勝
視

大
谷
た
か
子
、前
畑
髙
、上
村
成
生

池
添
眞
光
、原
口
良
則
、山
元
秀
春

福
脇
英
雄
、宮
路
貞
憲
、松
下
重
郎

平
原
貴
美
子
、武
下
認
、武
下
恵
子

吽
野
清
子
、宮
川
和
子
、木
村
昌
子

松
﨑
正
利
、杉
山
重
徳
、平
原
真
敬

中
薗
チ
ズ
、茶
園
敏
一
、小
島
良
子

大
田
朝
子
、福
元
五
喜
、高
畠
祐
子

宮
路
京
子
、二
宮
睦
雄
、二
宮
力
雄

二
宮
ヨ
シ
子
、東
明
義
、片
山
茂
美

筑
紫
み
ず
え
、中
村
勲
、黒
川
通
雄

堂
脇
志
農
夫
、上
木
伸
、井
樋
洋
恵

小
山
郁
子
、髙
久
昌
子
、野
間
口
至

野
間
口
敞
子
、田
中
実
、松
本
親
雄

丸
岡
信
子
、松
元
忠
行
、本
蔵
澄
一

村
田
昌
嗣
、松
﨑
一
正
、大
野
和
男

上
須
田
孝
志
、田
代
進
、松
園
文
江

斉
藤
恵
美
子
、髙
松
進
、那
須
淳
子

山
本
保
雄
、髙
橋
篤
行
、亀
川
幸
市

國
武
良
平
、山
口
映
子
、星
野
恵
子

徳
田
文
則
、小
町
貞
女
、田
中
勝
之

松
元
留
男
、古
井
徳
松
、野
間
口
有

越
牟
田
亮
、安
田
陽
子
、加
納
國
弘

武
本
良
孝
、松
山
泰
子
、土
屋
孝
久

磯
畑
澄
夫
、柏
木
志
郎
、片
桐
恭
子

山
上
義
孝
、瀬
崎
イ
ネ
、遠
竹
敏
廣

植
竹
靖
之
、川
瀬
洋
子
、税
所
京
子

宮
川
愛
子
、前
田
瑠
美
、重
田
伸
一

田
村
哲
郎
、大
川
俊
行
、鈴
木
洋
子

牧
之
瀬
美
知
子
、
小
泉
富
貴
子

羽
田
野
代
里
子
、
吉
田
ミ
ッ
子

田
中
千
賀
子
、
瀧
澤
昌
子

運
営
費　
令
和
三
年
度

松
ケ
野
全
律
、伊
藤
蕃
、宮
川
幸
男

宮
川
由
紀
子
、上
木
伸
、山
口
睦
男

上
原
勝
彦
、伊
福
正
明
、國
武
良
平

山
本
千
代
美
、山
本
惇
、中
薗
チ
ズ

本
戸
正
美
、前
田
政
光
、奈
良
常
明

伊
地
知
啓
吾
、東
明
義
、加
藤
真
江

松
元
忠
行
、清
原
健
二
、金
子
英
男

茶
園
敏
一
、浜
畑
武
光
、新
野
裕
子

山
口
映
子
、橋
本
敏
彦
、小
島
良
子

大
谷
た
か
子
、山
口
譲
、星
野
恵
子

今
野
ケ
イ
子
、田
中
実
、徳
田
文
則

児
島
英
義
、矢
倉
正
子
、佐
藤
弘
輝

大
田
朝
子
、本
蔵
澄
一
、吽
野
清
子

井
手
口
昭
子
、中
村
勲
、小
町
貞
女

井
上
通
行
、田
中
勝
之
、新
富
友
枝

小
山
郁
子
、福
元
五
喜
、外
山
貴
資

野
島
晋
一
、日
迫
清
隆
、松
元
留
男

松
元
育
子
、古
井
徳
松
、小
川
金
郎

村
田
昌
嗣
、髙
久
昌
子
、松
﨑
一
正

伊
臣
久
子
、田
中
湖
子
、瀧
澤
昌
子

高
畠
祐
子
、川
口
文
二
、春
口
邦
男

上
須
田
孝
志
、郡
山
勲
、大
脇
剛
子

吉
田
尚
武
、前
原
勝
視
、野
間
口
至

野
間
口
敞
子
、田
代
進
、宇
都
清
光

井
樋
政
子
、油
木
栄
徳
、大
野
和
男

宮
路
京
子
、宮
路
研
一
、宮
路
芳
子

麻
生
雍
一
郎
、山
上
努
、青
柳
律
子

二
宮
睦
雄
、栁
井
文
子
、上
原
末
広

野
間
口
有
、越
牟
田
亨
、安
田
陽
子

松
本
親
雄
、片
山
茂
美
、竹
中
範
雄

佐
舗
せ
い
子
、原
一
郎
、畑
中
恒
秋

加
納
國
弘
、武
本
良
孝
、金
沢
春
枝

鈴
木
万
里
子
、清
水
忠
、紙
屋
正
弘

額
田
登
美
子
、内
野
久
、立
山
芳
郎

亀
川
輝
夫
、市
川
洋
一
、奈
良
栄
二

平
原
貴
美
子
、髙
松
進
、松
永
幸
一

西
川
み
ほ
、黒
木
彬
文
、黒
木
妙
子

松
山
泰
子
、花
山
三
郎
、上
村
成
生

斉
藤
恵
美
子
、江
田
治
、福
本
正
子

土
屋
孝
久
、松
園
文
江
、二
宮
力
雄

二
宮
ヨ
シ
子
、南
睦
美
、大
迫
慶
治

本
田
泰
輔
、本
田
和
子
、島
元
悦
章

吉
川
憲
行
、山
内
露
子
、川
路
義
文

竜
沢
ス
マ
子
、松
下
亮
、松
下
重
郎

松
下
し
げ
き
、前
畑
髙
、久
保
益
男

池
添
眞
光
、大
田
幸
子
、鴫
原
晶
子

岡
田
憲
三
、那
須
淳
子
、宮
川
貞
幸

福
島
安
巳
、福
島
幾
子
、茂
原
由
美

磯
畑
澄
夫
、井
上
喬
文
、黒
川
通
雄

柏
木
志
郎
、竹
下
安
広
、片
桐
恭
子

榊
原
郁
美
、内
之
浦
勉
、原
口
良
則

尾
道
カ
オ
ル
、奈
良
豊
、宮
川
和
子

遠
竹
俊
郎
、川
邊
京
子
、霜
田
慶
子

迫
田
美
也
子
、武
下
認
、武
下
恵
子

山
本
保
雄
、中
村
仁
一
、髙
橋
篤
行

岡
部
美
與
子
、牧
哲
生
、川
瀬
洋
子

東
畠
ミ
サ
エ
、伊
藤
亨
、堅
野
忠
範

津
田
雅
子
、山
上
義
孝
、瀬
崎
イ
ネ

中
村
早
敏
、遠
竹
敏
廣
、植
竹
靖
之

荒
口
由
子
、桑
畑
紀
夫
、山
元
秀
春

白
瀬
國
雄
、木
村
昌
子
、税
所
京
子

渡
辺
悦
子
、宮
川
愛
子
、有
村
角
孝

田
淵
慶
子
、中
村
弘
行
、前
田
瑠
美

河
野
昭
夫
、古
賀
幸
洋
、濱
口
秀
孝

松
﨑
正
利
、杉
山
重
徳
、齋
藤
逸
子

堤
田
昭
男
、塩
山
秀
壽
、重
田
伸
一

雨
宮
蓉
子
、塚
田
恒
子
、福
脇
英
雄

原
田
春
子
、軸
薗
民
子
、川
内
輝
夫

松
木
智
子
、亀
川
幸
市
、田
村
哲
郎

丸
岡
信
子
、大
川
俊
行
、宮
路
貞
憲

遠
竹
郁
夫
、山
下
勝
也
、石
黒
敏
子

宮
下
瑞
弘
、井
樋
洋
恵
、石
澤
誠
子

鈴
木
洋
子
、脇
坂
輝
男
、竹
林
順
一

花
柳
糸
之
、マ
ル
イ
食
品
（
株
）

羽
田
野
代
里
子
、
横
田
喜
久
夫

牧
之
瀬
美
知
子
、
有
村
由
利
子

堂
脇
志
農
夫
、
吉
田
ミ
ツ
子

小
泉
富
貴
子
、
田
中
千
賀
子

荒
木
千
枝
子
、
織
田
美
恵
子

守
屋
美
佐
江

毎
年
５
月
に
開
催
さ
れ
て
い
る

「
渋
谷
・
鹿
児
島
お
は
ら
祭
」、

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
参

加
を
見
送
り
ま
し
た
が
、〝
来
年

こ
そ
は
又
、
踊
り
ま
し
ょ
う
〟。

渋
谷
と
鹿
児
島
は
古
く
か
ら
深

い
結
び
つ
き
が
あ
る
こ
と
か
ら
渋

谷
・
鹿
児
島
お
は
ら
祭
が
開
催
さ

れ
て
お
り
来
年
で
第
26
回
と
な
り

ま
す
。
出
水
望
郷
の
会
は
第
２
回

か
ら
参
加
し
て
お
り
近
年
は
出
水

か
ら
の
参
加
者
も
含
め
て
総
勢
60

名
を
超
え
る
最
大
の
踊
り
連
と
な

び
遊
び
30
分
以
上
か
け
て
通
い

ま
し
た
。

中
学
校
で
の
思
い
出
は
、
学

校
に
プ
ー
ル
が
で
き
た
こ
と
で

し
ょ
う
か
。
真
新
し
い
プ
ー
ル

で
の
水
泳
大
会
、
体
育
の
先
生

の「
第
一
の
コ
ー
ス
〇
〇
ク
ン
」

と
い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
声
は
今

で
も
耳
に
残
っ
て
い
ま
す
。
で

も
残
念
な
が
ら
私
自
身
は
泳
げ

る
よ
う
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
、
出
水
高
校
、
広
島

の
短
大
と
進
み
、
卒
業
後
は
県

内
で
教
職
員
と
し
て
５
年
間
働

い
た
後
、
結
婚
し
て
上
京
、
以

来
50
年
以
上
に
な
り
ま
す
。

上
京
後
も
時
々
帰
省
し
て
故

郷
の
変
化
に
接
し
て
き
ま
し
た

が
、
最
も
衝
撃
だ
っ
た
の
は
平

成
10
年
７
月
の
針
原
土
石
流
災

害
で
す
。
ず
っ
と
大
き
な
災
害

と
は
無
縁
の
土
地
だ
と
思
っ
て

い
た
の
で
す
が
。
あ
の
災
害
で

針
原
の
み
か
ん
農
家
に
嫁
い
で

い
た
夫
の
従
妹
が
、
幼
い
子
供

二
人
、
嫁
ぎ
先
の
ご
両
親
と
共

に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ

画
面
で
死
亡
者
の
中
に
従
妹
の

名
前
を
見
つ
け
た
時
の
驚
き
、

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
年
の

８
月
、
ち
ょ
う
ど
義
父
の
初
盆

に
あ
た
り
帰
省
し
た
時
、
現
場

も
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
精
霊
流
し
や
花
火
大
会

な
ど
夏
の
恒
例
行
事
は
全
て
中

止
。
蝉
の
声
が
賑
や
か
で
暑
く
、

い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
夏
で
し

た
が
、
町
は
シ
ー
ン
と
全
体
で

喪
に
服
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ

で
し
た
。

気
候
は
年
々
過
酷
さ
を
増
し
、�

そ
の
後
出
水
の
街
が
浸
水
す
る

被
害
も
あ
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ

の
天
気
予
報
を
見
る
時
は
東
京

の
あ
と
必
ず
鹿
児
島
に
目
が
い

き
ま
す
。
大
き
な
災
害
に
見
舞

わ
れ
る
こ
と
な
く
変
わ
ら
ぬ
故

郷
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
い
つ
も

願
っ
て
い
ま
す
。

〝
仲
町
松
竹
の
倅
で
す
〟

溝
口
秀
治
（
大
田
原
出
身
）

昭
和
50
年
生

ま
れ
で
、
実
家

は
映
画
館
で
し

た
。
私
は
仲
町

商
店
街
に
あ
っ
た
出
水
市
最
後

の
映
画
館
〝
仲
町
松
竹
の
倅
〟

で
す
。

東
出
水
小
学
校
の
と
き
も
、

出
水
中
学
校
の
と
き
も
、
学
校

が
終
わ
る
と
映
画
館
に
向
か
い

ま
し
た
。
住
ま
い
は
大
田
原
住

宅
な
の
で
、
仲
町
は
子
供
の
足

で
決
し
て
近
い
場
所
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
も
小
学
校
か
ら
麓
町

の
武
家
屋
敷
群
を
抜
け
、
諏
訪

神
社
を
越
え
、
ホ
テ
ル
キ
ン
グ

へ
と
続
く
急
坂
を
下
り
、
右
折

し
て
仲
町
商
店
街
へ
入
る
道
の

り
は
苦
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。映

画
館
は
昭
和
63
年
に
閉
館
。�

そ
れ
で
も
出
水
高
校
の
と
き
は
、�

有
志
で
映
画
製
作
研
究
会
を
結

成
し
、
休
み
は
移
動
映
画
を
続

け
た
両
親
の
手
伝
い
も
し
ま
し

た
。映

画
館
は
シ
ネ
コ
ン
の
時
代

に
な
り
、
私
は
外
資
系
シ
ネ
コ

ン
〝
ヴ
ァ
ー
ジ
ン
シ
ネ
マ
ズ
〟

の
ア
ル
バ
イ
ト
を
経
て
、
や
が

て
社
員
へ
。
２
０
０
３
年
買
収

さ
れ
て〝
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ
マ
ズ
〟�

と
な
り
、
現
在
本
社
番
組
編
成

部
に
在
籍
。
い
ま
は
〝
Ｔ
Ｏ
Ｈ

Ｏ
シ
ネ
マ
ズ
の
人
〟
で
す
。

〝
釣
り
に
明
け
く
れ
た
夏
〟

 

金
子
英
男
（
栄
町
出
身
）

私
の
幼
少
時

期
、
嬉
し
い
ふ

る
さ
と
を
思
い

出
す
。

小
学
校
の
こ
ろ
、
学
校
か
ら

帰
る
と
、
す
ぐ
に
平
良
川
に
釣

り
に
。
平
良
川
は
現
在
、
葦
が

生
え
て
ど
ん
よ
り
と
流
れ
て
い

る
が
、
当
時
し
か
で
き
な
い
楽

し
い
思
い
出
だ
。

当
時
は
、
水
が
綺
麗
で
流
れ

が
あ
り
、
鮎
、
ム
ツ
コ
ム
ロ
、

ガ
チ
ョ
、
シ
ビ
ッ
チ
ョ
ン
、
鯉
、

ウ
ナ
ギ
が
い
て
、
６
月
１
日
の

ア
ユ
解
禁
日
か
ら
は
鮎
獲
り
を

し
て
い
た
。

母
ち
ゃ
ん
は
、
い
つ
も
夜
ご

飯
に
な
る
と
喜
ん
で
く
れ
た
。

鮎
は
全
体
が
ツ
ル
ツ
ル
し
て
い

て
き
れ
い
な
魚
で
香
魚
と
も
い

わ
れ
る
魚
だ
。
釣
り
竿
の
先
に

ド
ン
グ
リ
。
お
も
り
に
は
針
が

10
本
も
つ
い
て
い
て
、
ド
ン
グ

リ
を
川
の
下
面
に
ひ
き
、
ひ
さ

っ
か
け
る
。
残
酷
な
釣
り
だ
が
、

掛
か
っ
た
時
の
感
覚
が
忘
れ
ら

れ
な
い
。

ま
た
、公
会
堂
の
裏
の
川
で
は
、

潜
り
ひ
っ
か
け
る
こ
と
も
し
た
。�

竹
竿
の
先
に
大
き
な
針
を
付
け

た
道
具
で
、
水
中
メ
ガ
ネ
を
し

水
中
を
流
れ
な
が
ら
鮎
の
群
れ

に
出
会
う
の
を
狙
い
大
群
に
引

っ
掛
け
る
。
水
中
メ
ガ
ネ
越
し

で
五
割
位
大
き
く
見
え
る
。
幼

い
こ
ろ
の
楽
し
い
夏
の
想
い
出
。

っ
て
い
ま
す
。
踊
り
の
経
験
の
な

い
方
で
も
見
よ
う
見
ま
ね
で
踊
れ

ま
す
。
ハ
ッ
ピ
の
貸
し
出
し
も
あ

り
ま
す
。

＊

出
水
望
郷
の
会
は
、
第
22
回
大

会
か
ら
関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
・

東
京
高
尾
野
会
・
東
京
野
田
会
が

運
営
し
て
お
り
望
郷
の
会
会
員
の

方
に
は
来
年
３
月
頃
に
案
内
予
定

で
す
が
、
ど
な
た
で
も
大
歓
迎
で

す
。
お
気
軽
に
下
記
ま
で
お
問
合

せ
下
さ
い
。

ル
に
変
身
し
て
麓
保
存
地
区
に

今
後
も
残
さ
れ
る
こ
と
は
喜
ば

し
い
こ
と
だ
。

嬉
し
い
こ
と
に
、
今
年
私
の

甥
が
脱
サ
ラ
し
て
無
農
薬
農
業

を
目
指
し
空
き
家
で
暮
ら
す
こ

と
に
な
っ
た
。
麓
の
保
存
地
区

に
若
者
が
一
人
増
え
る
こ
と
に

な
り
友
人
達
に
応
援
を
頼
ん
で

い
る
。

関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
が
あ

る
限
り
、
帰
る
家
が
あ
る
限
り

「
や
っ
ぱ
り
出
水
が
好
き
だ
か

ら
」
の
私
で
あ
る
。

〝
針
原
土
石
流
災
害
に
衝
撃
〟

原
田
春
子
（
旧
姓
・
奈
良
、早
馬
出
身
）

私
が
生
ま
れ

育
っ
た
の
は
旧

米
ノ
津
町
早
馬

で
す
。幼
い
頃
、

国
道
三
号
線
を
挟
ん
で
実
家
の

斜
め
前
に
町
役
場
が
あ
り
、
木

造
の
庁
舎
の
前
に
は
大
き
な
蘇

鉄
の
植
え
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。�

前
庭
で
遊
ぶ
こ
と
も
多
く
庁
舎

の
窓
に
近
づ
く
と
、
パ
チ
パ
チ

と
大
勢
の
職
員
の
方
が
算
盤
を

は
じ
く
音
が
聞
こ
え
た
も
の
で

し
た
。

小
学
校
も
実
家
の
す
ぐ
近
く
、�

現
・
米
ノ
津
中
学
校
が
あ
る
場

所
に
あ
り
通
学
は
楽
な
も
の
で

し
た
が
、
私
達
が
４
年
生
に
上

が
る
時
、
米
ノ
津
川
を
境
に
東

西
に
分
か
れ
、
私
達
は
今
釜
の

小
学
校
に
通
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
田
ん
ぼ
の
中
の
道
を
遊

〝
や
っ
ぱ
り
出
水
が
好
き
だ
か
ら
〟

鴫
原
晶
子
（
旧
姓
・
郡
山
、麓
出
身
）

「
や
っ
ぱ
り

出
水
が
好
き
だ

か
ら
」
と
出
水

の
観
光
案
内
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
こ
の
文
章
が
あ

り
、
正
に
私
自
身
の
こ
と
だ
と

嬉
し
く
な
っ
た
。

小
中
高
と
出
水
で
育
ち
、
沢

山
の
友
人
に
恵
ま
れ
、
年
に
二
、

三
回
帰
郷
す
る
の
が
長
年
続
い

た
。
両
親
が
亡
く
な
り
、
１
７

０
年
経
つ
古
い
無
人
の
家
。
し

か
し
、
麓
保
存
地
区
に
あ
る
た

め
維
持
し
な
け
れ
ば
と
、
里
帰

り
の
時
に
は
大
掃
除
に
明
け
暮

れ
た
。
先
日
体
調
を
崩
し
、
生

き
て
い
る
間
に
と
静
養
を
兼
ね
、�

緑
豊
か
で
静
か
な
中
に
身
を
置

き
た
く
な
っ
た
。
ゆ
っ
た
り
と

し
て
い
た
ら
体
調
が
よ
く
な
っ

た
気
が
し
た
。

車
で
学
校
巡
り
を
し
て
、
中

学
校
に
行
く
通
学
路
で
は
、
田

ん
ぼ
の
道
を
「
北
海
道
」
と
呼

ん
で
寒
い
と
こ
ろ
を
歩
き
、
高

校
へ
は
「
シ
ベ
リ
ア
」
と
呼
ん

で
吹
き
っ
さ
ら
し
の
道
を
懐
か

し
く
思
い
な
が
ら
も
、
家
々
が

立
ち
並
び
面
影
す
ら
な
い
。

先
日
、
篤
姫
の
撮
影
に
使
わ

れ
た
宮
路
邸
が
ホ
テ
ル
に
な
り
、�

宮
路
の
長
男
か
ら
式
典
の
様
子

が
送
ら
れ
て
き
た
。
時
代
の
移

り
代
わ
り
で
大
き
な
家
は
維
持

が
大
変
で
叔
父
は
全
屋
敷
を
出

水
市
に
寄
付
し
、
そ
れ
が
ホ
テ

渋
谷
道
玄
坂
で
お
は
ら
節
を
踊
ろ
う
！

出
水
望
郷
の
会
か
ら
の
案
内

来
年
５
月
開
催
予
定

問合わせ先：出水望郷の会　事務局　松永幸一�
　　　　　　koichimatsunaga@nifty.com　090-6349-9972

渋谷・鹿児島おはら祭公式サイト：�
�
�
　　　　　　�渋谷と鹿児島との歴史的繋がりの解説、今まで

の大会や踊り手本の動画などが閲覧出来ます。

検索渋谷鹿児島おはら祭
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糸
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郎

松
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宮
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貞
憲

佐
舗
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大
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西
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み
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船
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大
地

溝
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（
敬
称
略
）

関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会

関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会  

役
員
名
簿

役
員
名
簿

（
令
和
４
年
９
月
現
在
）

　前回の総会で景品のご提供を頂いた事業者・会員の皆様の一覧� （再掲、順不同、敬称略）

会社名またはお名前 郵便番号・住所 電話 /ＦＡＸ ご提供景品
出水酒造（株） 〒899-0208　�鹿児島県出水市文化町358番地 0120-269-213/�

0120-675-213 焼酎／出水に舞姫

雲海酒造（株）東京支店 〒103-0027　�東京都中央区日本橋2-15-3�
ヒューリック江戸橋ビル2階

03-3510-1461/�
03-3240-5726

焼酎／�さつま木挽、
KOBIKI BLUE

神酒造（株） 〒899-0401　�鹿児島県出水市高尾野町大久保239番地 0996-82-0001/�
0996-82-0002 梅酒／梅神

長島研醸（有） 〒899-1302　�鹿児島県出水郡長島町平尾387番地 0996-88-2015/�
0996-88-2677

焼酎／�さつま島美人、�
黒島美人

ホテルキング 〒899-0206　�鹿児島県出水市向江町5-18 0996-62-1511 一泊ペア宿泊券
出水・天然温泉�
ぬくもりの湯 〒899-0131　�鹿児島県出水市明神町1744-1 0996-79-3726/�

0996-79-3688 温泉宿泊ペア利用券

肥薩おれんじ鉄道（株） 〒899-0203　�鹿児島県出水市上鯖渕717-2 0996-63-6860/�
0996-63-3567 一日フリー乗車券

マルイ食品（株） 〒101-0045　�東京都千代田区神田鍛冶町3-8-2�
ＫＩＢビル３階

03-3526-4771/�
03-3526-4881 たまごスープ

出水銘菓・むなかた 〒899-0131鹿児島県出水市明神町430 0996-67-1131 銘菓詰め合わせ
株式会社パレデ糸之�
花柳糸之

〒107-0062　�東京都港区南青山3-18-4�
ブライト南青山301 03-3401-3121 商品券

薩摩なた豆本舗 〒260-0032　�千葉県千葉市中央区登戸1-9-1 0120-838-070/�
0120-838-779 なた豆青汁プラス

十二株式会社 溶岩焙煎「旅香おる珈琲」

水溜食品株式会社 〒899-3511　�鹿児島県南さつま市金峰町宮崎2940番地 0993-77-0108/�
0993-77-1423

漬け物セット�
「ぶつ切り島津梅」

茂原由美（クラブ・ロゼ） クオカード
山口税理士事務所 クオカード
鹿児島出水会 焼酎／出水に舞姫（会場飲酒用）

● 

編 

集 

後 

記 �

広
報
い
ず
ん
の
編
集
作
業
も
無
事

終
了
し
ま
し
た
。
寄
稿
頂
き
ま
し
た
皆

様
、
特
に
、「
ふ
る
さ
と
出
水
の
想
い

出
」
の
寄
稿
依
頼
を
快
く
お
引
き
受
け

頂
き
、
寄
稿
頂
き
ま
し
た
方
々
に
深
く

感
謝
し
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
地
域
色

豊
か
な
想
い
出
に
ふ
れ
、「
じ
ゃ
ん
な

ー
」
と
妄
想
感
涙
し
て
お
り
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
出
水
の
想
い
出
」
は
こ

れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

会
員
の
皆
様
、
出
水
に
縁
の
あ
る
皆

様
で
、
来
年
は
寄
稿
し
て
み
よ
う
か
と

思
わ
れ
た
方
、
遠
慮
無
く
役
員
に
ご
一

報
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。�

（
松
ヶ
野
）

関東ふるさと出水会の
ホームページ（スマホもOK）

検索関東ふるさと出水会

フェイスブック

来年こそは　鮎獲りに！
ふるさと交流「情報交換会＆鮎獲り交流会」

来年6月開催予定
６月の鮎解禁に合わせて隔年ごとに実施している、ふるさと交流『情報交換会＆鮎獲り交流会』
は、新型コロナの影響で今年も中止となりましたが来年は下記要領で実施予定です。

３年前の鮎獲りは地元の方も交え、高尾野川河川敷で行われました。今では目
にすることが少ない投網の披露もあり、獲れたての鮎の塩焼きや煮しめなどを肴
に芋焼酎片手に、いずん弁も飛び交い話が弾み楽しいひと時を過ごしました。
又、前日夜の情報交換会はホテル泉國邸で行われ、市関係者も含め総勢70名で

料理テーブルを囲みながら有意義かつ和やかな情報交換の場となりました。
記

日　　時　�令和５年６月解禁に合わせて　�
早朝７時頃～10時頃、情報交換会は前日の夜

場　　所　米ノ津川、広瀬橋上流河川敷　又は、高尾野川河川敷
要　　領　�現地集合・現地解散�

　詳細は来年３月頃、運営費を納入頂いた皆様にご案内致します。現地集合型の催しですので、
この機会に帰郷を兼ねて、ふるさと交流会に奮ってご参加下さい。ご家族での参加も大歓迎！！

開催案内　�開催の有無及び募集要項等は令和５年春にホームページ及びフェイスブックでお知らせします。�
※ホームページ	 	 	 　　　　（スマホもOK）	
※フェイスブック

問合せ先　�関東ふるさと出水会　ふるさと交流担当　　松永幸一�
koichimatsunaga@nifty.com　　090-6349-9972

検索関東出水会
検索関東ふるさと出水会

検索関東出水会

出
水
市
で
は
、
新
た
な
視
点
で
視
野
を
広
げ
て
行
政
に
役
立
て
て
も
ら
う
一
環
と
し

て
、
市
の
職
員
が
東
京
や
大
阪
の
各
機
関
に
出
向
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
東
京
で
は
3
名

の
方
が
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
出
向
者
の
皆
さ
ん
に
〝
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
感
じ

る
出
水
〟
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

光
情
報
等
の
発
信
や
有
楽
町
・

日
比
谷
に
あ
る
鹿
児
島
県
の
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
か
ご
し
ま

遊
楽
館
」
の
運
営
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

さ
て
、
出
水
市
で
は
武
家
屋

敷
「
宮
路
邸
」
の
宿
泊
施
設
開

業
や
本
町
商
店
街
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
若
い
方
々
を
中

心
と
し
た
喫
茶
店
な
ど
の
相
次

ぐ
店
舗
開
業
や
、
旧
鹿
児
島
銀

行
出
水
支
店
を
改
修
し
た
コ
ワ

ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
「i.lab

（
ア
イ
ラ
ボ
）」
が
四
月
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
来
年
春
に

は
同
施
設
の
一
階
に
保
育
園
を

併
設
し
、
子
育
て
し
て
い
る
方

々
が
働
け
る
よ
う
に
な
る
予
定

で
し
て
、
商
店
街
で
の
世
代
間

鹿
児
島
県
東
京
事
務
所

�

園
屋　

治

「
変
わ
り
ゆ
く
も
の
と

�

変
わ
ら
な
い
も
の
」

関
東
ふ
る

さ
と
出
水
会

の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て

は
、
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
を
は
じ
め
、
出
水
市
や

鹿
児
島
県
に
多
大
な
る
御
支
援

を
賜
り
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

私
は
本
年
四
月
か
ら
、
出
水

市
役
所
よ
り
鹿
児
島
県
東
京
事

務
所
に
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
普

段
は
東
京
で
の
鹿
児
島
県
の
観

交
流
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
こ
数
年
で
出
水
市

に
は
小
売
店
、
ス
ー
パ
ー
、
衣

料
品
店
な
ど
が
相
次
い
で
出
店

し
、
週
末
に
は
近
隣
の
水
俣
市
、�

阿
久
根
市
な
ど
か
ら
も
多
く
の

買
い
物
客
の
車
が
増
え
て
、
に

ぎ
わ
い
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
昔
の
出
水
市

か
ら
変
わ
り
ゆ
く
姿
に
会
員
の

皆
様
の
中
に
は
寂
し
い
想
い
を

さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か

し
な
が
ら
、
変
わ
ら
な
い
風
景

も
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ

り
三
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た

夏
祭
り
「
鶴
翔
祭
」
は
四
十
回

目
と
な
り
ま
し
た
。
残
念
な
が

ら
コ
ロ
ナ
の
第
七
波
の
影
響
に

よ
り
、
一
日
目
の
総
踊
り
大
会

は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
二

日
目
の
花
火
大
会
で
は
約
一
万

発
も
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、�

市
民
の
皆
様
の
不
安
を
吹
き
飛

ば
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
は
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
で
活
動
を
自
粛
し
て
い
る

地
域
も
あ
り
ま
す
が
、
夏
休
み

の
ラ
ジ
オ
体
操
や
朝
読
み
、
十

五
夜
の
綱
引
き
は
今
も
行
わ
れ

て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
が
お
菓

子
を
も
ら
い
に
ま
わ
る
姿
は
昔

か
ら
変
わ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
私
の
子
ど
も
は
上
場

小
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
が
、

新
年
の
鬼
火
焚
き
は
自
治
会
の

方
だ
け
で
な
く
、
小
学
校
の
先

生
方
や
保
護
者
も
一
緒
に
な
り

高
さ
四
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
櫓
が

組
ま
れ
、
今
も
盛
大
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。五
、六
十
人
が
集
ま

り
豚
汁
を
食
べ
な
が
ら
、
地
域

東
京
で
が
ん
ば
っ
ち
ょ
っ
ど

～
出
水
か
ら
の
出
向
者
の
独
り
言
～

の
子
ど
も
た
ち
が
焼
い
た
餅
に

む
し
ゃ
ぶ
り
つ
い
て
い
る
の
を

見
る
と
、
世
代
を
超
え
た
地
域

の
交
流
は
昔
も
今
も
か
け
が
え

の
な
い
も
の
だ
と
実
感
し
ま
す
。

現
在
も
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
が
心
配
な
状
況
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
方
に
は

出
水
市
に
ぜ
ひ
お
越
し
い
た
だ

き
、
変
わ
ら
な
い
風
景
を
見
て

昔
を
懐
か
し
ん
で
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち

が
ワ
ク
ワ
ク
し
、
希
望
が
持
て

る
出
水
市
に
変
わ
り
ゆ
く
様
子

を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。�

（
政
所
出
身
）

　
　
　
　
　
　

Ｂ
Ｓ
よ
し
も
と
株
式
会
社　

�
	

編
成
制
作
局

�

山
口　

和
紀

令
和
４
年

６
月
か
ら
出

水
市
役
所
か

ら
Ｂ
Ｓ
よ
し

も
と
へ
出
向
で
参
り
ま
し
た
山

口
和
紀
で
す
。

Ｂ
Ｓ
よ
し
も
と
で
の
仕
事
は
、�

市
役
所
の
仕
事
と
は
異
な
る
と

こ
ろ
が
多
く
、
日
々
多
く
の
こ

と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

私
は
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
野

球
を
し
て
お
り
、
今
で
も
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
い
ま
す
。�

こ
れ
ま
で
野
球
を
通
じ
て
、
た

く
さ
ん
の
方
々
と
出
会
っ
て
き

ま
し
た
。
７
月
に
な
る
と
、
出

水
市
で
は
自
治
会
対
抗
野
球
が

あ
り
、
地
域
の
方
々
と
一
緒
に

汗
を
流
し
な
が
ら
野
球
を
楽
し

み
、
そ
し
て
反
省
会
で
さ
ら
に

盛
り
上
が
る
こ
と
が
毎
年
の
恒

例
行
事
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
今
年
は
東
京
に
出
向
中
と

い
う
こ
と
で
、
参
加
で
き
ず
少

し
寂
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
と

同
時
に
、
地
域
の
方
々
と
の
つ

な
が
り
を
再
認
識
し
た
と
こ
ろ

で
し
た
。

今
回
の
出
向
で
、
普
段
と
は

違
っ
た
視
点
か
ら
出
水
市
を
見

る
こ
と
が
で
き
、
新
し
い
発
見

を
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。
こ
の
い
た
だ
い

た
チ
ャ
ン
ス
に
感
謝
し
な
が
ら
、�

多
く
の
こ
と
を
学
び
、
出
水
市

へ
還
元
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

�

（
諏
訪
馬
場
出
身
）

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム

機
構

�

原
田　

泰
地

出
水
市
役

所
か
ら
地
方

公
共
団
体
情

報
シ
ス
テ
ム

機
構
に
出
向
中
の
原
田
と
申
し

ま
す
。
東
京
に
来
て
、
2
年
目

を
迎
え
ま
す
。

私
は
、
出
生
か
ら
高
校
卒
業

ま
で
と
就
職
後
出
水
で
暮
ら
し

て
い
ま
し
た
。
学
生
時
代
の
思

い
出
と
し
ま
し
て
は
、
無
人
販

売
所
で
買
っ
た
み
か
ん
を
友
達

と
食
べ
た
り
、
自
転
車
を
こ
ぎ

な
が
ら
、
田
ん
ぼ
に
い
る
鶴
を

眺
め
た
り
、
十
五
夜
で
袋
パ
ン

パ
ン
に
な
る
ま
で
お
菓
子
を
集

め
た
り
と
様
々
な
思
い
出
が
あ

り
ま
す
。
週
末
に
は
、
父
と
湯

川
内
温
泉
に
入
り
に
行
き
、
ゆ

っ
く
り
と
温
泉
に
入
っ
た
後
に

飲
む
コ
ー
ヒ
ー
牛
乳
が
と
て
も

好
き
で
し
た
。
父
と
は
夕
方
か

ら
夜
に
か
け
て
、
温
泉
に
入
り

に
行
く
こ
と
が
多
く
、
帰
り
の

道
中
に
、
車
か
ら
見
え
る
キ
レ

イ
な
出
水
の
夜
景
も
楽
し
み
の

一
つ
で
し
た
。

就
職
後
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

や
軟
式
野
球
の
チ
ー
ム
に
所
属

し
、
運
動
す
る
機
会
が
増
え
ま

し
た
。
中
で
も
楽
し
み
は
、
自

治
会
対
抗
野
球
で
す
。
自
治
会

の
方
々
と
、
野
球
を
通
し
て
交

流
が
で
き
る
素
晴
ら
し
い
イ
ベ

ン
ト
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
大

会
中
に
は
、
様
々
な
奇
跡
的
な

プ
レ
ー
が
生
ま
れ
る
た
め
、
見

て
い
る
だ
け
で
も
と
て
も
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

東
京
で
の
生
活
も
あ
と
少
し

と
な
り
ま
し
た
が
、
出
水
に
よ

り
良
い
影
響
を
与
え
ら
れ
る
職

員
に
な
れ
る
よ
う
精
進
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
八
幡
出
身
）

ツ
ル
の
羽
数
当
て
ク
イ
ズ　
～
当
選
者
の
声
～

�

柏
木　

志
郎

二
〇
二
一
年
度
鶴
の
羽
数
当

て
ク
イ
ズ
で
、
五
羽
違
い
で
ニ

ア
ピ
ン
賞
を
頂
い
て
、
我
な
が

ら
ビ
ッ
ク
リ
し
て
満
悦
し
ま
し

た
。私

は
昭
和
三
十
一
年
に
出
水

高
校
卒
業
し
た
が
、
そ
の
頃
は

鶴
の
飛
来
数
は
千
羽
前
後
で
は

な
か
っ
た
か
と
定
か
で
は
な
い

が
記
憶
し
て
い
ま
す
。
渡
来
地

の
荘
や
高
尾
野
の
地
元
の
皆
様

が
努
力
さ
れ
て
、
年
々
羽
数
が

増
え
て
現
在
の
万
羽
鶴
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
心
か
ら
皆
様

の
ご
尽
力
に
感
謝
致
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
来
年
の
羽
数
を
楽

し
み
に
…
…

❖

�

松
元
留
男
・
育
子

こ
の
度
は
、
主
人
が
応
募
し

た
ら
し
い
、
二
〇
二
一
年
度
鶴

の
羽
数
当
て
ク
イ
ズ
に
、
ニ
ア

ピ
ン
賞
に
、
五
名
の
中
に
入
り

び
っ
く
り
で
し
た
。

子
供
達
と
喜
び
、
飛
来
里
の

出
水
特
産
品
を
た
く
さ
ん
送
っ

て
下
さ
い
ま
し
て
、
嬉
し
い
か

ぎ
り
で
す
。

新
鮮
な
出
水
の
野
菜
・
く
だ

も
の
、
子
供
達
に
も
少
し
づ
つ

分
け
て
あ
げ
て
な
つ
か
し
く
出

水
を
思
い
出
し
な
が
ら
美
味
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
出
水
駅

で
は
、
い
つ
も
飛
来
里
で
買
い

物
を
し
て
千
葉
に
帰
り
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
で
出
水
の
そ
ら
豆

が
な
ら
び
ま
す
。
指
宿
か
ら
も

ポ
ン
カ
ン
、
ス
ナ
ッ
プ
え
ん
ど

う
と
な
ら
ん
で
い
ま
す
。
同
じ

鹿
児
島
県
内
、
嬉
し
く
買
い
ま

す
。
現
在
住
ん
で
い
る
千
葉
も

田
舎
で
水
害
な
ど
も
少
な
く
、

落
花
生
、
梨
と
有
名
で
す
。
住

め
ば
都
と
聞
き
ま
す
が
、
五
、

六
十
年
も
た
つ
と
、
体
も
ゆ
う

こ
と
を
聞
か
ず
、
若
い
頃
、
あ

れ
ほ
ど
出
水
に
帰
り
た
い
気
持

ち
も
だ
ん
だ
ん
薄
れ
て
千
葉
に

お
世
話
に
な
る
人
生
か
な
あ
と

想
い
つ
つ
な
ん
と
も
言
葉
に
言

い
表
せ
ま
せ
ん
。

ど
う
ぞ
私
達
の
自
慢
の
出
水

市
に
な
る
事
、
心
か
ら
祈
っ
て

い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出

場
さ
れ
た
ワ
コ
ー
ル
社
勤
務
の

一
山
さ
ん
、
そ
し
て
こ
の
間
は

東
京
マ
ラ
ソ
ン
に
ご
夫
婦
で
素

晴
ら
し
い
成
績
で
私
達
の
誇
り

で
す
。

シ
ベ
リ
ヤ
か
ら
毎
年
飛
ん
で

く
る
鶴
を
わ
が
子
の
よ
う
に
大

切
に
育
て
て
い
た
だ
き
、
出
水

市
民
の
町
づ
く
り
心
よ
り
応
援

し
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

❖

�

茶
縁　

敏
一

え
え
ぇ
ぇ
～
嘘
ぉ
ぉ
～
と
頬

を
抓
っ
て
み
た
、
や
っ
ぱ
り
痛

か
っ
た
本
当
だ
っ
た
、
今
ま
で

に
賞
と
い
う
も
の
を
貰
っ
た
事

が
無
い
、
い
や
小
学
校
の
ス
ケ

ッ
チ
大
会
以
来
か
な
？

子
供
の
頃
、
鶴
一
家
が
夜
明

け
と
共
に
、
家
の
廻
り
に
餌
を

探
し
に
よ
く
来
た
事
を
思
い
出

し
た
、
朝
か
ら
賑
わ
し
い
事
だ
。

学
校
か
ら
帰
っ
た
ら
何
を
し

て
遊
ぼ
う
か
な
～
、
と
思
い
な

が
ら
家
に
帰
っ
た
も
ん
だ
、
久

し
ぶ
り
に
、
故
郷
を
思
い
出
さ

せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

ツルの羽数当てクイズの景品

　
　
　

訃　

報

関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
元
副
会
長　

花
山　

憲
明　
氏

（
享
年
89
歳
）

令
和
４
年
８
月
21
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。


